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三田市国⺠健康保険 

第し期保健事業実施計画قॹータঊঝ५計画ك・第じ期特定健康診査等実施計画 
- 概要版 け 

 
 

1  計画の概要ق本編第1章・第６章ك 

 計画の趣旨 ك1ق
三田市国⺠健康保険दमؚ被保険者भ健康課題॑的確प捉えؚそभ課題प応गた保健事業॑計画的प展開घ
ॊऒधधखؚ本計画पउいथ今後ڲ年間भ保健事業भ取ॉ組ाभ⽅向性॑⽰खؚ個々भ事業॑計画的ऊण効
果的प推進घॊऒधपेॉ以下प⽰घگणभ目標भ達成॑目指घुभदあॊ؛ 
 健康भ保持増進ؚ生活भ質がQびLきभ維持及ल向上 
 生活習慣病भ発症ؚ重症化भ予防 
 医療費भ適正化 

 計画の期間 ك2ق
本計画भ期間मؚ令和ڲ年度202قじكऊै令和11年度ك2029قऽदभڲ年間धघॊ؛ 

 実施体制 ك3ق
本計画मؚ国⺠健康保険पउいथ被保険者भ健康॑保持増進ख医療費भ適正化॑進ीॊऒध॑最終的ऩ目的
धखथउॉؚそभ実効性॑高ीॊ上दमؚ被保険者一人ऱधॉऋ主体的ऊण積極的प健康増進प取ॉ組िऒ
धऋ重要दあॊ؛ऒभऒधऊैؚ本計画प基तく多様ऩ取ॉ組ाभ実施पあたढथमؚ保険者दあॊ三田市
ध兵庫県धभ連携मुधेॉؚ豊富ऩঀक़ঁक़やॹータ॑有घॊ国⺠健康保険団体連合会や専門的ऩ⾒地ऊ
ै地域भ医療ؚ保健॑⽀えॊ医師会ؚ⻭科医師会ؚ薬剤師会ऩनभ保険医療関係機関धभ連携ؚ協働पे
ॉؚ地域॑挙ऑथ多角的प推進घॊ؛ 

 評価・⾒直し ك4ق
計画भ中間年度पؚ設定खた目標値भ達成状況॑点検・評価खؚ必要प応गथ実施計画भ記載内容भ⾒直ख
॑⾏う؛ 
ऽたؚ計画भ最終年度पؚ設定खた目標値भ達成状況भ評価॑⾏う؛ 
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2  前期計画の評価ق本編第1章ك 
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3  三田市の国⺠健康保険の現状ق本編第２章・第3章ك  

 

 
  

被保険者の構成 
男⼥別भ被保険者構成割合मؚ男⼥धुप、0け、じ歳भ割合ऋ最ु多くؚ男性म被保険者भ1すげ1%॑占ीؚ⼥性म16げし%॑
占ीथいॊ؛ 

 
本編図表2け2け1けし︓令和じ年度被保険者構成割合ق男⼥別・年代別ك 

ْ出典ٓはとて帳票 S21（006け被保険者構成 令和じ年度 

医療費総額の経年変化 
令和じ年度भ医療費総額म約。1億す,じす、万円दあॉؚ平成し0年度ध⽐較खथ医療費म増加खथいॊ؛令和じ年度पउऐॊ総
医療費प占ीॊ⼊院・⻭科医療費भ割合म平成し0年度ध⽐較खथ減少खथいॊ؛一⽅ؚ外来医療費भ割合म平成し0年度ध
⽐較खथ増加खथいॊ؛一人当たॉ医療費म兵庫県・国ध⽐較घॊध高くؚ平成し0年度ध⽐較खथ増加खथいॊ؛ 

本編図表しけ2け2け1︓医療費総額भ経年変化 

 
ْ出典ٓはとて帳票 S21（001け地域भ全体像भ把握 平成し0年度ऊै令和じ年度 累計 
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特定健診受診率の経年変化 
令和じ年度भ特定健診पउいथؚ対象者数म1じ,19。人ؚ受診者数मじ,6、す人ؚ特定健診受診率मし2げ9%दあॉؚ平成し0年
度ध⽐較खथ減少खथいॊ؛ 

 
本編図表しけじけ1け1︓特定健診受診率भ経年変化・他保険者धभ⽐較 

 
ْ出典ٓ実績値︓厚生労働省 201。年度ऊै 2021年度特定健診・保健指導実施状況ق保険者別ك 

Tはでづ01し 令和じ年度 

有所⾒者割合 
令和じ年度भ特定健診受診者भ有所⾒者भ状況मؚ兵庫県・国ध⽐較खथَ空腹時⾎糖َُ尿酸َُ収縮期⾎圧َُらにな
Rُभ有所⾒率ऋ高い؛ 

 
本編図表しけじけ2け1︓令和じ年度有所⾒者割合 

 
ْ出典ٓはとて帳票 S21（02じけ厚生労働省様式ق様式كڮ－ڱ 平成し0年度・令和じ年度 

し6げ1 しすげす

26げ1

し1げ1 し2げ9

0

10

20

し0

じ0

0

2,000

じ,000

6,000

。,000

10,000

12,000

1じ,000

16,000

平成し0年度 令和元年度 令和2年度 令和し年度 令和じ年度

受診率ك%ق人数ق人ك 対象者数 受診者数 三田市（受診率 兵庫県（受診率 国（受診率

22げし

し1げ9

1。げ6
12げし

し

2。げ6

すじげす

。

じ9

20げ1

す2げ2

2。げ6

0

10

20

し0

じ0

す0

60

、0

ك％ق 三田市 県 国



 6

 

  

ওタボজックシンドロー঒該当者・予備群割合 
令和じ年度भ特定健診受診者भওタ঎জック३ンॻロー঒भ状況पउいथؚওタ঎জック३ンॻロー঒該当者ق以下َওタ
঎該当者ُधいうك؛म。11人दؚ特定健診受診者قじ,じ9、人كपउऐॊ該当者割合म1。げ0%दؚ該当者割合म兵庫県・国
ेॉ低い؛ওタ঎জック३ンॻロー঒予備群ق以下َওタ঎予備群ُधいうك؛मじ92人दؚ特定健診受診者पउऐॊ割合
म10げ9%दؚ国ेॉ低いऋؚ兵庫県ेॉ高い؛ऽたؚ経年दाॊधؚওタ঎該当者ؚওタ঎予備群धुप増加खथいॊ؛ 

 
本編図表しけじけしけ1︓ওタ঎জック३ンॻロー঒該当者・予備群भ割合ق他保険者धभ⽐較ك 

  
ْ出典ٓはとて帳票 S21（001け地域भ全体像भ把握 平成し0年度ऊै令和じ年度 累計 
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4  第3期データヘঝス計画द取り組むべき課題ق本編第4章ك 

 第3期データヘঝス計画द取り組むべき課題 ك1ق

 課題 現状分析・今後भ⽅向性 

⋇ 

自身भ生活習慣病
भজ५ク॑把握ख
थいऩい人ऋ多い 

平成し0年度भ特定健診受診率मし6げ1％दखたऋҨ新型コロॼक़イঝ५感
染症भ拡⼤प伴い⾏৿制限さोたऒधऊै令和2年度पम26げ1％ऽद⼤ऌ
く落ち込ाऽखた؛そभ後ؚ⾏৿制限भ解除प伴い令和じ年度पमし2げ9％
ऽद回復खऽखたऋؚ目標値दあॊじす%पम到達खथいऽせ॒؛ 
本格的ऩアフターコロॼ॑迎えؚ今後ؚ更ऩॊ社会活৿भ活性化ऋ⾒込

ऽोॊ中ؚ個々भॽー६や地域भ状況प応गた集団健診や人間ॻック助
成ऩन誰ुऋ受診खやघい環境整備॑⾏うधधुपؚॼッ४理論प基त
いた受診勧奨॑⾏うऩन受診率向上प向ऐ取ॉ組॒दいऌऽघ؛ 
 

⋈ 

ওタ঎該当者・ও
タ঎予備群भ割合
ऋ増加傾向पあॊ 

令和じ年度भওタ঎該当者म。11人が1。げ0%きؚওタ঎予備群मじ92人が10げ
9%きदあॉؚそभ割合म平成し0年度ध⽐較घॊध増加傾向पあॉऽघ؛ 
集団健診会場दभ特定保健指導初回面接分割実施भ継続や休日ҩ夜間भ電

話勧奨や利⽤券भ送付ऩनؚ一人ऱधॉभॽー६や状況प応गたアউロー
チप努ीؚ特定保健指導へ繋ऑथいऌऽघ؛ 
 

⋉ 

受診勧奨判定値॑
超えॊ人ऋ多い 

受診勧奨判定値॑超えॊ人म高⾎圧द1,しす2人ؚ高⾎糖मししす人धऩढ
थउॉؚうち高⾎圧म、11人ؚ高⾎糖म91人ऋ対象疾患भ受診॑確認द
ऌऩい医療機関未受診者धऩढथいऽघ؛ 
特पজ५クभ高いⅢ度高⾎圧द医療機関未受診धऩढथいॊ人मؚ令和

年度26人ध平成し0年度भ1。人ेॉ増加खथउॉؚ適切ऩ受診प繋ऑॊڰ
たीभ取ॉ組ाऋ必要दघ؛ऽたؚ糖尿病भ重症化घॊজ५クभ高いHb
づ1c。げ0以上द医療機関未受診धऩढथいॊ人मؚ令和じ年度、人ध平成し0
年度भ11人ऊै減少खथいऽघऋؚ引ऌ続ऌ取ॉ組ाऋ必要ऩ健康課題
दघ؛ 
糖尿病性腎症重症化予防事業भ実施पあたढथमҨ文書ؚ電話ؚ訪問ऩ

न多様ऩ⼿法द医療機関へभ受診や保健指導प繋ऑॊध共पؚ治療中भ
人へभ保健指導भ検討॑進ीऽघ؛ 
 

⋊ 

ऋ॒検診受診率ऋ
低い 

ऋ॒पेॊ死亡म死因भ上位॑占ीथउॉؚ医療費総額भ16げ1％॑占ी
ॊ医療費負૿भ⼤ऌい疾病दुあॉऽघ؛ 
令和じ年度भڱ⼤ऋ॒検診भ平均受診率म12げ0%दあॉؚ平成し0年度भ

9げ6%ध⽐較खथ上昇傾向पあॉऽघऋؚ引ऌ続ऌ第し期द取ॉ組ाऋ必
要ऩ健康課題दघ؛ 
受診खやघい環境भ整備प努ीؚ受診率向上पेॉऋ॒भ早期発⾒Ҩ早

期治療प繋ऑऽघ؛ 
 

⋋ 

後発医薬品भ普及
促進 

後発医薬品भ使⽤割合म平成し0年度भ、2げ0％ऊै令和す年度भ、。げ。％へ
ध上昇खथいॊुभभؚ目標値दあॊ。0%प到達खथいऽせ॒؛ 
昨今भ医薬品भ需給状況पु配慮खणणؚ対象者प後発医薬品भ使⽤प

伴う効果・影響पणいथ分ऊॉやघい通知॑送付घॊऩन引ऌ続ऌ取ॉ
組॒दいऌऽघ؛ 
 

⋌ 

適正受診・適正服
薬भ推進 

令和じ年度भ重複処⽅該当者म16。人Ҩ多剤処⽅該当者しじ人दखた؛処⽅
薬भ重複म不調॑招くऒधऋあॉؚ服⽤घॊ薬ऋ増えॊध副作⽤भজ५
クऋ高ऽॊऒधऊैҨ取ॉ組ाऋ必要ऩ健康課題दघ؛ 
ऽたҨ被保険者一人ऱधॉभ負૿॑減ैखҨ将来पわたॉ持続可能ऩ国⺠

健康保険事業भ運営॑⾏う為पु適正ऩ受診ҩ服薬म必要दघ؛ 
対象者प適正ऩ服薬॑促घ通知॑送付घॊऩनभ取ॉ組ा॑継続खथい

ऌऽघ؛ 
 

 
  



 。

 第3期データヘঝス計画द取り組む個別保健事業  ك2ق
第2期ॹータঊঝ५計画ؚ第し期特定健康診査等実施計画भ評価及ल三田市भ現状・課題॑踏ऽえؚ対応घॊ
個別保健事業ध目標ؚ評価指標॑以下भधउॉ設定ख取ॉ組॒दいऌऽघ؛ 

 

5  特定健康診査等実施計画の事業内容ध目標値ق本編第9章ك 
じ0歳以上भ被保険者॑対象पؚ糖尿病等内臓脂肪भ蓄積प起因घॊ生活習慣病प関घॊ健康診査ق特定健康
診査॑ك実施घॊ؛ऽたؚ特定健康診査भ結果प基तऌؚ特定保健指導対象者॑特定खؚ専門職पेॊ保健
指導पेॉؚ生活習慣भ改善॑サএーॺघॊ؛ 
 

 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 

特定健診受診率 し、げ9% じ0げじ% じ2げ。% じすげ2% じ、げ6% す0げ0% 
特定保健指導実施率 し0げ、% し2げ6% しじげす% し6げじ% し。げし% じ0げ0% 

 課題 個別保健事業 

アक़ॺউッॺق実施内容ك アक़ॺカ঒ق成果ك 

指標 兵庫県 
目標値 

三田市 
目標値 
がR11き 

指標 兵庫県 
目標値 

三田市実績 
値がRじき 

三田市 
目標値 
がR11き 

⋇ 

自身भ生活
習慣病भজ
५ク॑把握
खथいऩい
人ऋ多い 

が1き 特定健康診
査ҩ特定健康
診査未受診者
対策 

 予定खた健診
भ 実 施 ق 日
程・会場等ك 

100％ 100％  特定健診受診率 
 し2げ9% す0％ ％60 ك法定報告値ق

 受診勧奨実施
率 100％ 100％ 

 জ५ク保有者भ減少
習慣的प喫煙खथق
いॊ人भ割合ك 

10％ 。げ6% すげ、し％ 

が2き 特定健康診査
未受診者対策 

 ك人間ॻックق
 助成実施件数 け 増加  特定健診受診率 

 再掲ٓ け し2げ9% す0％ْك法定報告値ق

がしき 健康教育 
 勧奨実施率 け 100％ 

 健康教育参加者भう
ちアンケーॺद⾏৿
変容खた人भ割合 

け け 。0％ 

⋈ 

ওタ঎該当ҩ
ও タ ঎ 予 備
群 割 合 ऋ 増
加 傾 向 प あ
ॊ 

がじき 特定保健指
導ҩ特定保健指
導実施率向上
対策が電話等प
ेॊ勧奨き 

 電話等पेॊ
利⽤勧奨実施
率 

100％ 100％ 

 特定保健指導実施率 
 じす％ 26げ9% じ0％ ك法定報告値ق

 特定保健指導पेॊ
特定保健指導対象者
भ減少率 

2す％ 20％ 2す％ 

がすき 特定保健指導
実施率向上対
策が初回面接分
割実施き 

 集団健診受診
者भ対象者भ
うち初回面接
पणऩऋढた
人भ割合 

け 。0％  特定保健指導実施率 
 再掲ٓ け 26げ9% じ0％ْك法定報告値ق

⋉ 

受診勧奨判
定値॑超え
ॊ人ऋ多い 

が6き 糖尿病性腎症
重症化予防事
業 

 受診勧奨実施
率 ق 未 治 療
者ك 

100％ 100％ 
 対象者भ医療機関受

診率ق未治療者ك す0％ 62げす% 、0％ 

 対象者भ医療機関受
診率ق治療中断者ك け す6げ、% 、0％ 

 受診勧奨実施
率ق治療中断
者ك 

け 100％  Hbづ1c。げ0％以上भ人
भ割合 減少 0げ。、% 0げ、2％ 

が、き 生活習慣病重
症化予防事業
高⾎圧症ҩ脂ق
質異常症ك 

 受診勧奨実施
率 け 100％  対象者भ医療機関受

診率 け 20げ9% じ0％ 

⋊ 

ऋ॒検診受
診率ऋ低い 

が。き ऋ॒検診 

 国保被保険者
へभऋ॒検診
受診勧奨率 

け 100％  国保被保険者भऋ॒
検診受診率 け 

胃ऋ॒ 
。げ2% 
肺ऋ॒ 
9げじ% 

⼤腸ऋ॒ 
9げ。% 

20％が胃ऋ
॒ҩ肺ऋ॒ҩ
⼤腸ऋ॒き 

乳ऋ॒ 
16げ2% 

子宮頸ऋ॒ 
16げ2% 

2す％が乳ऋ
॒ҩ子宮頚

ऋ॒き 

⋋ 
後発医薬品
भ普及促進 

が9き ४ख़ॿজック
医薬品利⽤差
額通知事業 

 通知実施率 け 100％  後発医薬品使⽤割合 け 、。げ。% 。0％ 

⋌ 
適正受診・
適正服薬भ
推進 

が10き 重複ҩ多剤
投与者へभ啓
発通知事業 

 通知実施率 け 100％  重複ҩ多剤該当者数 け 重複16。人 
多剤 しじ人 減少 

⋍ 全般 
が11き 多様ऩ媒体

॑活⽤खた広
報Ҩ啓発 

 実施घॊ事業
भ঍ー঒ঌー
४掲載率 

け 100％  特定健診受診率 
 再掲ٓ け し2げ9％ す0％ْك法定報告値ق

本編図表9けしけ2け1︓特定健診受診率・特定保健指導実施率भ目標値 


